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今⽇やること

● 前回の復習
● 本編

○ Pattern Overrides
○ Custom Fields API
○ （番外編）Interactivity API



なぜカスタムブロックを作るのか？
● 楽しいから
● コアブロックだけでは実現できないから

カスタムブロックを作る事の特徴
● ブロックのHTML‧UIを⾃由に構築出来る
● React / JavaScriptなどの知識が必要‧メンテナンスコストの増⼤

カスタムブロックを作るべきかどうかを判断する
● コアの機能で実現出来ないか
● テーマ‧既存プラグイン‧既存パターンで実現出来ないか

前回の復習



前回の復習

● ブロックパターンの活⽤（セクションブロック）
● ブロックスタイルの活⽤（吹き出しブロック）
● その他の⽅法

○ カスタムHTMLブロックでがんばる
○ 追加CSSを使う
○ 既存のカスタムブロックを拡張する



Pattern の変遷と Pattern Overrides

Synced Pattern 

Unsynced Pattern 

Partially Synced Pattern

WP6.3〜WP6.4 WP6.5

Pattern Overrides
同期パターンの⼀部だけを
個別に上書き出来る

〜WP6.2

Pattern 

Reusable Block 



Custom Fields API

● Block Bindings API の⼀部
● ブロック属性とカスタムフィールド

を「接続」する
● 将来的にUIも提供される予定

https://github.com/WordPress/gutenberg/issues/53300#issuecomment-1808020238



Interactivity API

● フロントエンドでブロックをインタ
ラクティブにする

● 既にコアブロックでは使⽤されてい
る

● WordPress6.5でAPIが公式に公開さ
れる

https://wpmovies.dev/
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